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11 月 19 日（金）、行田市から市民活動サポートセンターと地域活動推進 

課の職員お二人が視察のためくらくら館に来館されました。その際に伺った 

行田市の様子やお二人が感じたくらくら館の感想などから、図らずも加須市 

の特徴（らしいもの）が見えてきた気がします。 

◎加須市の市民活動はフットワークが軽い!? 行田市のサポセンの 

登録団体の方々は、まちづくり・観光・環境などの諸課題について非常に熱

心に取り組んでいて、そして大変真面目＆慎重とのこと。例えば、ＳＮＳを使った活動展開を考える際

に、情報漏洩などのリスクを考え、大丈夫だと確信を持てるまで慎重に検討します。一方、くらくら館

登録団体のみなさんを見てみると「取りあえずやってみよう。ダメなら見直せばいい！」と恐れずに突

き進むフットワークの軽さがあるように思います。もっとも「加須市の特徴」ではなくて「歴代のくら

くら館館長や運営委員会理事長の性格」説もありますが(^_^;)  ◎入りにくいかも… くらくら

館については、建物(市民プラザかぞ)の５階にあるので、気軽に来られない印象があるとか。確かに、

旧商店を改装して使っていた本町時代と比べ、行きにくくなったとの声は聞いております。今から１階

に移るのは難しいので、５階でも来やすい、来たくな 

るように知恵を絞らなくてはならない課題です。 

 貴重な気づきの機会をくださった行田市のお二人に 

感謝です。m(_ _)m        （館長 真理雄） 

 

くらくら館だより 
 

2021年  12月号 

         知って役立つ LINE コラム          
・ノート機能 
特定の話題に絞って話し合いたい時や備忘録として活用できる機能です。トーク画面上部の三本線 

マークをタップした後にノートを選択。その後の画面で「＋」マークをタップすると投稿できます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行田市 市民活動サポートセンター 

行田市本丸 5-10  ℡048-598-8616 
(コミュニティセンターみずしろ1階ギャラリー内) 

午前９時から午後５時開館 毎水・日曜休館 

相手の名前やグループ名の右にある

三本線マークをタップ 

よ そ 

内側二人が行田市の方 

!? 加須市の市民活動の特徴 
～行田市 市民活動サポートセンター とのやり取りを通して～ 

 
の方々 


